
農業
事前
評価

農前-1
タマネギべと病の一次伝
染源を中心とした防除体
系の確立

本県を代表するブランド野菜である｢淡路島たまねぎ｣の安定生産に向け、ベと病防除
体系整備は重要課題である。28年産タマネギでの大発生以来、各関係機関の取り組み
により沈静化はしているが、未だ多発生圃場も散見される。このため、より一層の安
定生産と人と環境にやさしい防除体系の整備が喫緊の課題である。そこで、タマネギ
べと病の生態を考慮した一次伝染源及び二次伝染源対策を確立し、効率的な防除技術
を開発する。
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